
Windows Azure Platform  
開発＆本番アカウント作成手順 
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デベロッパー ポータル 

https://windows.azure.com/ 

Windows Azure Platform での、ゕカウント作成手順は、開発用＆本番用 共に同様 

開発用 と 本番用 のゕカウントを分けるか否かは、運用しやすい方で行う 

ゕカウントを分散させると、クレジットカード請求 or 請求書 が分散し、 
エンドユーザから見たゕクセスポント (URLなど) も異なる 
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●手順 

1. Windows Live ID を取得する 

2. Windows Azure Platform の 購入に向けたプロフゔル登録 

3. Windows Azure Platform サブスクリプション 申込み 

4. Windows Azure Platform ゕクテゖブ化 
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3. サブスクリプション 申込み 

4. アクティブ化 

    (サービス管理者 割当て） 

https://windows.azure.com/
https://windows.azure.com/


1. Windows Live ID を取得する 
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既に Windows Live ID をお持ちの方は 、2.  へ 



http://login.live.com/ にゕクセス 
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http://login.live.com/
http://login.live.com/


会社のメールゕドレスなどを、Windows Live IDに 
設定する事も可能 
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※ この説明書では、Hotmail ゕドレス の新規取得を説明します。 
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Hotmailメールゕドレス 作成完了 
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2. Windows Azure Platform の  
    購入に向けたプロファイル登録 

10 



Microsoft Online Services カスタマー ポータル (MOCP) 
https://mocp.microsoftonline.com/  にゕクセス 
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https://mocp.microsoftonline.com/
https://mocp.microsoftonline.com/
https://mocp.microsoftonline.com/


Windows Live ID にて、ログン 
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正確な プロフゔル情報（連絡先情報）を入力 
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正確な プロフゔル情報（会社情報）を入力 
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入力する会社名は、略称などは不可。 

「株式会社」まで正確に入力。 



正確な プロフゔル情報（サービスの利用先住所）を入力 
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プロフゔル情報の登録が完了 
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Windows Azure Platform が 購入可能に。 
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3. Windows Azure Platform  
    サブスクリプション 申込み 
    （バリューパック） 
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最初に「Windows Azure Platform 標準プラン」の申込み 

19 



数量に 16 を入れて、[再計算] をクリック 

計算後、チェックボックスをチェックして、[購入手続きへ進む] をクリック 
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[請求書] を選択、貴社が受取る請求書内に表示される [発注書番号] を入力 

[次へ] をクリック 
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請求先情報を入力し、[次へ] をクリック 
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契約内容を確認し、チェックと署名を行い、[同意します] をクリック 
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ここに表示される 

名前を入力 

オンラン サブスクリプション契約 ご契約条件 

https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja 

https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja
https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja


購入内容を確認し、[注文の確定] をクリック 
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「Windows Azure Platform 標準プラン」 の 申込み受付完了 

続いて、「SQL Azure 標準プラン」 の 申込みを行うので、右上の[X]のクリック 
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次に 「SQL Azure 標準プラン」 の 申込み 
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数量に 6 を入れて、[再計算] をクリック 

計算後、チェックボックスをチェックして、[購入手続きへ進む] をクリック 
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[請求書] を選択、貴社が受取る請求書内に表示される [発注書番号] を入力 

[次へ] をクリック 

28 



請求先情報を入力し、[次へ] をクリック 
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契約内容を確認し、チェックと署名を行い、[同意します] をクリック 
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ここに表示される 

名前を入力 

オンラン サブスクリプション契約 ご契約条件 

https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja 

https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja
https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja


購入内容を確認し、[注文の確定] をクリック 
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「 SQL Azure 標準プラン」 の申込み受付完了 

これにて、「Windows Azure Platform バリューパック」の申込み完了 
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4. Windows Azure Platform  
    サブスクリプション 申込み 
    （従量課金プラン） 
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Windows Azure Platform 従量課金プラン の 申込み 
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Windows Azure Platform 従量課金プラン の 内容確認 
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従量課金プラン の場合、クレジットカード支払いのみ 
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クレジットカード情報 と 請求先住所 を入力 

37 



契約内容を確認し、チェックと署名を行う 
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ここに表示される 

名前を入力 

オンラン サブスクリプション契約 ご契約条件 

https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja 

https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja
https://mocp.microsoftonline.com/Site/Mocp_Eagreement.aspx?country=JPN&lang=ja


申込み内容の最終確認 
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申込み内容の受付完了 
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5. Windows Azure Platform  
    アクティブ化 
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申込んだ サブスクリプション に名前を付ける 

申込んだ サブスクリプション のサービス管理者情報登録 

 



MOCPからゕクテゖブ化する場合は、ゕクションを 
選択してから、移動をクリック 
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サブスクリプション名 (=プロジェクト名) を入力 
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ゕカウント所有者 と サービス管理者が異なる場合は、 
チェックを外して、サービス管理者情報を入力 

44 



サービス管理者情報 の 確認 

45 



ゕクテゖブ化 の 確認 
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各サブスクリプション の 状態確認 

47 



サービス管理者へ 利用可能メールが届く 
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参考.  
Windows Azure Platform  
サブスクリプション複数購入時の 
アクティブ化 について 
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数回、サブスクリプションを購入。 

スクリーンショットは、従量課金プランを２つ購入した場合。 

購入したサブスクリプションの数、行が表示される 

スクリーンショットは、従量課金プランを２つ購入した場合なので、２行表示されている。 

１行づつ ゕクテゖブ化作業を行い、 

１名づつ サービス管理者の Live ID の登録を行う。 
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このサブスクリプション内で、 

Storage Service を最大５つ、 

Hosted Services を最大６つ 構築できる 

このサブスクリプション内で、 

Storage Service を最大５つ、 

Hosted Services を最大６つ 構築できる 

このサブスクリプション間は、 

セキュリテゖ と  リソース の境界線 か明確なので 

管理者を分ける事ができるが、コミットメントプランの、
ユニット内容は共有できない。 
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一回の購入で、複数個のコミットメントプランを購入。 

スクリーンショットは、Windows Azure Platform 標準プランを ３つ購入した場合。 

１行で、購入したサブスクリプションの数量が表示される 

スクリーンショットは、Windows Azure Platform 標準プランを ３つ購入した場合なので、 
１行で表示されている。 

ゕクテゖブ化作業を行い、 

サービス管理者の Live ID の 
登録を行う。 

サービス管理者 

Windows Azure Platform 
Windows Azure 

コンピューティング 

Web Role Worker Role 

Windows Azure  

ストレージ 

ブロブ 

テーブル 

キュー 

SQL Azure 

データベース 

AppFabric Windows Azure 

CDN 

Windows Azure Platform 標準プランは、 
１個単位に コンピューテゖング時間（S）が 750時間ついています。 
 

このスクリーンショットでは、３個購入しているので、 

コンピューテゖング時間は、750時間×3 ＝ 2,250時間 分ついてます。 

その他のユニット内容も、購入数量分 使用できます。 

 

このサブスクリプション は、サービス管理者は１名となるが、 

このサブスクリプション内に、複数システムを構築しても、 
コミットメントプランのユニット内容を 無駄なく消費する事ができる。 

このサブスクリプション内で、 

Storage Service を最大５つ、 

Hosted Services を最大６つ 構築できる 



参考.  
Windows Azure Platform  
サブスクリプション 画面 メニュー 
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コミットメントプラン の メニュー 従量課金プラン の メニュー 

53 



54 
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57 
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Windows Azure Platform 
開発環境の構築 
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Management Studio 

デベロッパーポータルより、サービス管理者が環境設定を行う 

通常のシステム開発は、Visual Studio と Management Studio にて行う 
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Windows Azure Platform 

SQL Azure 

データベース 

AppFabric 

Windows Azure 

 

Windows Azure  
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Windows Azure 
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Web 
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Worker 
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デベロッパー ポータル 

https://windows.azure.com/ 

デベロッパー ポータル 

https://appfabric.azure.com/ 
デベロッパー ポータル 

https://sql.azure.com 

サービス管理者 

Visual Studio にて、開発されたゕプリケーションを 

パッケージ化して、Windows Azure Platform へ 発行する。 

https://windows.azure.com/
https://windows.azure.com/
https://appfabric.azure.com/
https://appfabric.azure.com/
https://sql.azure.com/
https://sql.azure.com/


お勧め構成は赤字で記載 

サポートOS (x86版〃x64版 どちらも対応) 

Windows 7〃Windows Server 2008 R2〃Windows Server 2008〃Windows Vista 

対応Visual Studio 
Visual Studio 2010 〃Visual Studio 2008 SP1 以降 

対応RDB 
SQL Server 2008 R2 〃SQL Server 2008 R2 Express 〃SQL Server 2005 以降 
(Express Edition も可) 

IIS 
IIS 7.0 (ASP.NET、WCF HTTP Activation、静的コンテンツ、CGI  を有効にする) 

SDK 
Windows Azure Tools for Microsoft Visual Studio 1.2 (日本語 Language Pack 含む) 
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f 

Windows Azure AppFabric SDK V1.0 
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en 
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OR ＋ ＋ ＋ 
Azure Tools 

AppFabric 

SDK 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en


Windows 7〃Visual Studio 2010〃SQL Server 2008 R2 (必要に応じて) を 
ンストール後に、以下の設定を行いSDKをンストールする 
 

[コントロールパネル]-[プログラムと機能]-[Windows の機能の有効化または無効化] を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ンターネット ンフォメーション サービス]-[World Wide Web サービス]-[ゕプリケーション開発環境] 
の 「ASP.NET」と「CGI (必要に応じて)」 をチェックし、OKをクリック 
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Windows Azure Tools for Microsoft Visual Studio 1.2 (２フゔル) を 
ダウンロード 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a
8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f 

VSCloudService.exe (14.5 MB) ：コゕパッケージ 

VSCloudService.VS100.ja-jp.msi (3.0 MB) ：日本語 Language Pack 

 

コゕパッケージ：VSCloudService.exe をンストール 
ンストール途中の、「I have read and accept the license terms.」 にチェックする。 

日本語 Language Pack：VSCloudService.VS100.ja-jp.msi をンストール 

 

 

Windows Azure AppFabric SDK V1.0 (２フゔル) をダウンロード 
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-
4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en 

WindowsAzureAppFabricDocs.chm (2.2MB) ：ヘルプフゔル 

WindowsAzureAppFabricSDK.msi (1.6MB) ：コゕパッケージ 

 
コゕパッケージ：WindowsAzureAppFabricSDK.msi  をンストール 

ヘルプフゔル：WindowsAzureAppFabricDocs.chm をンストール 
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http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?displaylang=ja&FamilyID=2274a0a8-5d37-4eac-b50a-e197dc340f6f
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/en/details.aspx?FamilyID=39856a03-1490-4283-908f-c8bf0bfad8a5&displaylang=en


Windows Azure Platform  
開発 ＆ 本番 環境   作成手順 
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Windows Azure コンピューテゖング (Hosted Services) 環境作成 

Windows Azure ストレージ 環境作成 

SQL Azure 環境作成 



Windows Azure Platform  
開発 ＆ 本番 環境   作成手順 
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Windows Azure コンピューテゖング (Hosted Services) 環境作成 

Windows Azure ストレージ 環境作成 

SQL Azure 環境作成 



Microsoft Online Services カスタマー ポータル (MOCP) にて、ゕクテゖブ化が完了し、 
デベロッパーポータル からログンすると、ゕクテゖブ化が完了した自分が権限を持って
いる Project Name 一覧が表示される 

Windows Azure コンピューテゖング を作成したい Project Name をクリックする 

66 Windows Azure デベロッパーポータル：https://windows.azure.com/ 



新規作成は、[New Service] をクリック 

67 



[Hosted Services] をクリック 

68 作成できる残数を表示 



作成する Windows Azure コンピューテゖング に名前と説明文を記入し、 
[Next] をクリック 
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本番用 URL を 入力し、既に使われていないか [Check Availability] をクリックして確認 

 

Affinity Group を使用 
するか否かを選択 

Affinity Group を使用すると 
同一データセンター内で、 
物理的、ネットワーク的に 
近い所のハードウェゕに 
環境が構築される 

 

Affinity Group を使用を 
選択すると、既に作った 
Affinity Group を使用 
するか or 新規作成を 
選択 

 

選択できるデータセンター 
は、以下の通り 
(2010年9月現在) 
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Windows Azure コンピューテゖング環境 作成完了 

71 

開発環境 の表示は、 

ここをクリック 



一度の作成で、本番環境(Production) と 開発環境(Staging) の両方が作成される 
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前スラドの [Deploy] をクリックすると、手動配置の設定画面が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択できる 
OSのVersion 
は、以下の通り 
(2010年9月現在) 
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[Account] をクリックすると、作成したWindows Azure 
コンピューテゖングの各種設定情報を確認できる 
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前スラドの、[Manage My API Certificates] をクリック 
すると、電子証明書のゕップロード と 現在ンストール 
されている電子証明書を確認できる 
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前スラドの [Manage My Affinity Groups] をクリック 
すると、作成した Affinity 一覧とその内容確認削除が行える 
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Windows Azure Platform  
開発 ＆ 本番 環境   作成手順 
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Windows Azure コンピューテゖング (Hosted Services) 環境作成 

Windows Azure ストレージ 環境作成 

SQL Azure 環境作成 



新規作成は、[New Service] をクリック 

78 Windows Azure デベロッパーポータル：https://windows.azure.com/ 



新[Storage Account] をクリック 
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作成できる残数を表示 



作成する Windows Azure ストレージ に名前と説明文を記入し、 
[Next] をクリック 
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本番用 URL を 入力し、既に使われていないか [Check Availability] をクリックして確認 

 

Affinity Group を使用 
するか否かを選択 

Affinity Group を使用すると 
同一データセンター内で、 
物理的、ネットワーク的に 
近い所のハードウェゕに 
環境が構築される 

 

Affinity Group を使用を 
選択すると、既に作った 
Affinity Group を使用 
するか or 新規作成を 
選択 

 

選択できるデータセンター 
は、以下の通り 
(2010年9月現在) 
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Windows Azure ストレージ環境 作成完了 
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Windows Azure Platform  
開発 ＆ 本番 環境   作成手順 
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Windows Azure コンピューテゖング (Hosted Services) 環境作成 

Windows Azure ストレージ 環境作成 

SQL Azure 環境作成 



Microsoft Online Services カスタマー ポータル (MOCP) にて、ゕクテゖブ化が完了し、 
デベロッパーポータル からログンすると、初回一度だけ以下の画面が表示される 

[I Accept] をクリック 

84 SQL Azure デベロッパーポータル：https://sql.azure.com/ 



SQL Azure の作成場所 と、その Administrator のユーザID ＆ パスワード を登録する 
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サーバ が作成されたら、次にデータベースの作成を行う 

86 



新規作成するデータベース名とエデゖション＆サズを指定 

87 



データベース作成 完了 

88 



作成直後は、データセンター内外からゕクセスできないので、 
Firewall の設定を行う 

89 



同一ゕカウント配下のロールからのゕクセスを許可する為に 
[Allow Microsoft Services access to this server] をチェックする 

90 



[Add Rule] にて、データセンター外からのゕクセス許可設定を行う 

Firewall ロール名とIPゕドレスの範囲を指定する 

[Your IP address] も参考にして許可するゕドレス範囲を限定して設定する 

91 



SQL Azure Server Firewall Setting 設定完了 
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作成したデータベースが正常に接続できるかテスト 
データベース作成から、実際に作成されるまで５分程度かかる 

93 



Administrator のユーザID ＆ パスワードを入力し、テスト 

94 



ADO.NET 〃ODBC の接続文字列の確認 

95 



接続文字列が表示されるので、必要に応じてコピーする 
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デベロッパー ポータル に記載されている サーバ名をManagement Studio に入力 

SQL Server 認証を選択 

Administrator のユーザID と パスワードを入力して接続 
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Windows Azure Platform への 
アプリケーション展開 

98 



99 

①管理者権限で VS を起動 

②新規のプロジェクトを作成 

③ゕプリケーションの作成 

④ゕプリケーション配置準備 

⑤新規ホステゖングサービスの作成 

⑥Azure 上へのゕプリケーション 

 パッケージのゕップロードの実施 

⑦試験環境でのサービスの開始 

⑧本番環境への移行と公開 

Windows Azure Tools for 

Microsoft Visual Studio  
＋ 
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＜②新規のプロジェクトを作成＞ 
 [Visual C#]-[Cloud] にある「Windows Azure クラウドサービス」テンプレートを選択します。 

 [新しいクラウドサービスプロジェクト]ダヤログが表示されます。 

・VB、C#、F# などの言語を用い、現時点では、ASP.NET Web ロールや 
ワーカロールのクラウドサービスソリューションを選択できます。 

・ここでは標準低な ASP.NET の開発に対応した ASP.NET Web ロールを選択し、 
ロール名を Cloud UI にします。 

＜①管理者権限で VS を起動＞ 
Windows Azure Simulation Environment（開発のためのシュミレーション環境）が起動できないためです。 

VS ゕコンを右クリックし、表示されたコンテキストメニューから[管理者として起動…]を選択してください。 

■ロールプロジェクト 

・ゕプリケーションの実態は、ロールプロジェクト 
に含まれます。 

■クラウドサービスプロジェクト 

・ゕプリケーションパッケージを作成するために 
必要なクラウドゕプリケーションの構成や動作に 
関わる設定情報を含みます。 

・ServiceDefinition.csdef は、サービス定義フゔル 
を含みます。 

・ServiceConfiguration.cscfg は、サービス設定 
フゔルを含みます。 
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＜③ゕプリケーションの作成＞ 
従来の ASP.NET と同様の操作方法で、サンプルとして入力した文字に応じて、 
挨拶メッセージを表示するゕプリケーションを作成します。 

ツールバーからデバッグ実行を行うことで、従来の ASP.NET であれば、開発サーバが 
起動する代わりに、 Azure 開発では Windows Azure Simulation Environment が起動します。 
Windows Azure Simulation Environment は、Windows Azure の開発環境を 
ローカルコンピュータでシミュレーションするための仮想環境で、Development Fabric と 
Development Storage が含まれます。 

 

※参考例  Windows Azure サンプルコード 

    Windows Azure サンプル コード集10 行コードで作る .NET ゕプリケーション 

    http://msdn.microsoft.com/ja-jp/windowsazure/ff708720.aspx 

 

■ベントハンドラの実装例 

■Default.aspx のフォームレゕウト例 

■開発フゔブリックによるロール実行状況（ログ情報）の表示 

■ブラウザが起動し、ゕプリケーションが表示されます。 



＜④ゕプリケーション配置準備＞ 

開発者ポータルからの手動デプロ 

 VS からの自動デプロ （Azure Tools 1.2 で追加された機能） 

   ※自動デプロを利用することで、以降のゕプリケーションの発行から、 
       配置、起動までの手順をワンクリックで済ませることができるため、頻繁に 

  デプロ操作を行う場合に有効です。本Deckでは、設定方法を説明するために 
       以降の説明は手動デプロをベースに説明しています。 

   

■クラウドサービスの発行ダゕログ 

 手動デプロにて、ゕプリケーションのビルドを開始 

■自動起動したエクスプローラ /Publish フォルダに、 
   以下のパッケージフゔルが生成 

 -パッケージフゔル（AzureBasic.cspkg） 

 -サービス設定フゔル（ServiceConfiguration.cscfg） 

    Azure では、事前にゕプリケーションをパッケージフゔル化した上で 
    ゕップロードすることで、自動的に配置（デプロ）を行う。 

■Windows Azure ポータルサト 

    新規ホステゖングサービスの作成 102 



■[ New Service] をクリック 

  

■[ Hosted Service ] をクリック 

  

＜⑤新規ホステゖングサービスの作成＞ 

■[ホステゖングサービスの情報を入力 

  

希望のゕカウント名を指定 

（グローバルにユニークである必要あり） 

  

[ Hosted Service Affinity Group ]は、ホステゖングサービスを配置するデータセンターの 
（ロケーションと Affinity Group ）を設定します。 

 -Affinity Group は、データセンター内での配置グループで、同じグループに属するサービス同士は、    
     データセンターの中でもより近いネットワーク上に配置することができます。 

また、現在では、ロケーションとして6か所のデータセンターを配置先として選択することが 
できます。 

ホステゖングサービスが生成され[ Manage Project ]ページが表示されます。 
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■ホステゖングサービスが生成され[ Manage Project ]ページが 
   表示されます。 
 

[Staging 環境の Deploy ] をクリックすることで、ゕプリケーション 
パッケージを Azure 上の Staging 環境への配置を選択することが 
できます。 

Production 環境とは、本番運用を行うための環境で、事前に指定した
Hosted Service URL からゕクセスを提供する環境です。Staging 環境は
試験環境です。 

  

＜⑥Azure 上へのゕプリケーションパッケージのゕップロードの実施＞ 

■[Staging Deployment]画面が表示されます。 

   それぞれの設定項目は以下です。 

 

-Application Package と Configuration Settings では、作成済みの 
 パッケージフゔルとサービス設定フゔルのパスをそれぞれ指定して 
 ください。 

 

-Operating System Settings には、サービス実行に利用するゲスト OS を 
 指定します。 
   通常は Automatic を選択し、常に最新 OS が適用されるように 
   設定しますが、指定したバージョンを適用することもできます。 
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＜⑦試験環境でのサービスの開始＞ 

■Staging 環境でのサービスの開始 
 

[ Run ]ボタンをクリックして、ゕプリケーションを起動します。この操作には数分程度かかりますが、 
ロールのステータスが[ Initializing ]から、[ Ready ]に変われば成功です。 

Staging 環境へのゕクセスはランダムに制裁された URL で、Azure ゕカウントを所有するユーザだけが 
ゕクセスできます。 

 



■Production 環境への移行 

   Production 環境へのゕプリケーションの移行には、画面中央の双方向矢印をクリックします。 

 

 

  

 

■Production 環境への移行成功 

   Production  環境のボックスが青色になり、ボックスの下部に Staging 環境と同様の操作ボタンが現れます。 

 

 

  

 

■Production 環境でのサービス公開の確認 

   Production 環境下部にある [ Web Site URL ] に本番用のゕドレスが表示されるので、 
   クリックすることで Azure 上にゕプリケーションを公開できていることが確認できます。 

 

  

 

＜⑧本番環境への移行と公開＞ 



Windows Azure Platform への 配置準備 
（Visual Studio 2010 からの 自動デプロイ） 
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＜ゕプリケーション配置準備＞ 

 VS からの自動デプロ （Azure Tools 1.2 で追加された機能） 

   ※自動デプロを利用することで、以降のゕプリケーションの発行から、 
       配置、起動までの手順をワンクリックで済ませることができるため、 
       頻繁にデプロ操作を行う場合に有効です。 

   

■初回は、追加を選択して、資格情報を作成する。 
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＜クラウド サービス管理認証の作成＞ 

■既に証明書がある場合は、それを選択。 

   証明書がない場合は、[作成] をクリック。 

  

■証明書の名称を入力。 

  

■[完全パスのコピー] リンク をクリック。 

■Windows Azure の Account タブをクリック。 

   [Manage My API Certificates] をクリック。 

■[参照] をクリックし、クリップボード内の 
    フルパスを入力し、[Upload] をクリック。 

■Windows Azure の Account タブをクリック。 

   [Subscription ID] の値をコピー  する。 

■コピーした Subscription ID を張付け 

    資格情報に名前をつける。 

■既に Hosted Services と Storage Account が作成済み 
    であれば、自動的に ホスト と ストレージ に 
    サービス名が入力される。 

    配置ラベルは、日付やビルド番号などを入力。 

    [OK] をクリックすると、デプロ作業が開始される。 

■デプロ完了。 
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